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.

- 

1

た
せ
す
し
て
過
益
は
過
少
を
論
じ
得
べ
か.

-
f

ざ
る
所
以
で
が
る
。
然
ら
ぱ
凡
ゆ
るS
的
，讓
實
に
.於

適

®

な
ぷ
も
の
が
.み
り
？

る
；か
.

.
:

メ 

と
"

へ
は
勿
論
然
り
と
は
答
へ
ら
れ
な
い
。
‘
筋

！
に
、
ぉ
に
述
べ
たf

、
そ
れ
は0：

的

に

黎

辜

徵

ギ

ル

.
ご

巷

ま
 

か

ら

R
的
を
離
れ
て
は
'あ
り
ぅ
る
f

が
な
い
。： 5

f

抽
象
す
れ
ぱ
一
順
の
石
炭
で
あ
つ.'で
、，▲

過

言

と
,，

;:  

,
 

V

 

へ
ま
い
。
俳
し
S

と
は
‘

K

々
品
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
目

的

と

切

離

せ

ぱ

擎

や

手

段

で

は

な

ね

#
;

れ

さ

ヶ
I

對

^

,

的
な

|

的
な

^
^
?
*
^に̂
外
な
ら
ぬ
。
も
の
そ
れ
：

E
Z

谓
と
し
て
は
適
飛
な
る
も
の
は
あ
り
得
な
い
の
で
ま0

律
ブ
！に
、
.セ

へ

：目
-

の

1
:
ノ 

V
 

, 

あ
るJ

M
r

も
,

そ
れ
が
不
明
奸
な
％

<
3

に

は

乎
®
.

の
態
报
も
亦
不
明
確
と
な
る
。
.‘；！
定
貨
驚
鼻
の
用
途
は
殆
ど
無
腿
！

£；

あ

ま

卽
 

ち
不
明
確
で
あ
る
。
故
に

i

川
途
に
向
け

.
^

れ
る

S

を
除
け
ぱ
一
定
货

i

に
っ
い
て
そ
れ

1

き

.
^

や
き
は
言
ふ
，を
得
な，

.  

>
 

,ら 

い
。
こ
の
こ
と
は
人
の
欲
す
る

S

*

ぶ

ど
S

を

S

こ

と

に

ょ

つ

て

明

か

で

あ

ら

え

お

ユ

ぐ

黎

を

を

的

装

用

さ 

^

 

P
S
^
M
f
r
そ
©

一
 

つ

t

 

0

の
ロ
が
に
つ
い
て
別
偏
の
適
：；^

‘が
あ
リ
ぅ
る
。
例
へ
ぱ
溫
度
の
適
®
を
厳
適
又
は
快
適
温
度
ぇ
い
ふ
，
、

I

が
、
そ
れ
は

I

I

に
I

す
る
ゆ
と
筋
肉

i

に
I

す
る
時
と

i

し
く
逮
っ
て
く
る

0

.

.
I

を
1

せ
す
し
て
適

1

5

し

得

ざ

る

所

、：

^

あ
る
。

, 

■ 

A
 

.  

,

:y
,

ざV

人
口
と
ぱ
ゾ
廣
廣
に
解
釋
す
れ
ば
、.

.
：？：定

$

觀
跟
沢
らt
:

ヶ
0

全
體
と
認：

办
&

れた
：-

<

 

間
集
鳳
で
あ
る
で
觀
働
爲
の
如
何
に
よ
っ 

て
火
さ
に
於
て
も
他
黄
に
於
て
も
相

|な
；に
思
ハ
る
多g

i

多
核
の
人

n

が
考
へ
ら
れ
る
。
H

本
人

n
,
,•
.
農
業
人
口
，
女
子
人
口
等

.
々
、
人
口

' 

- 

-.
-. 

.

.

.

- 

こ
' 

,• ■
'

と
い
ふ
文
#

に
冠
せ
ら
れ
る
形
容
詞
は
枚
擧
に.追
が
な
い
"
饥
し
そ
の
總
て
に
つ
い
て
無
條
件
に
過

S

槪
命§

成
立
す
る
.の
で
な
い
、
- 

と
ぱ
、
上
に
述
べ
た
と
ご
ろ
か
ら

明
！
，

で
あ
ら
ぅ
。
卽
も
物
を
自
然
的
存
ホ
と
し
て
眺
め
る
腿
.P
で
は
適
箭
な
る
.も
の
s
'考
へ
得
ら
れ

- 

.
 

,

.
 

.
 

I 

- 

/ 

.
.

.

 

X 

'

.
‘，

- 

i
r

な
い
こ
と
か
ら
も
て
、
人
口
を
！
ケ
の
生
物
學
的
集
圖
と
：：̂
た
場
合
に
は
過
剩
概
念
は
あ
り
得
な
い
。
‘‘例
ぺ
ぱ
有
色
人
口
と
は
人
稲
的

將
徵
卽
ち
生
物
學
的
！̂
識
に
よ
っ
て一

括
さ
れ
た
人
間
柴
跡
で
あ
る
か
ら
、

'

そ
れ

{
1
1
體
は
ほ
然
的
裕

^

.̂

サ
；̂

‘る
。

.
故
に
を
の
見
地

.
に
立
，

,

1
.

- 

• 

• 

• 

,- 

- 

-

.
 

-

っ
服
り
は
、
斯
か
る
ル
ロ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
が
よ
い
か

.
と
い
ふ
問
題
は
あ
り
得
な
い
。
同
じ
こ
と
が

.
例

.へ
ば
：女
子
人
‘ロ
と
い
ふ
人
間

巢
圓
に
っ
い
て
も
言
へ
る
。
女
子<

ロ
が
男
子
人
口
よ
り

.

多
；

b

れ
ぱ
、

一
般
に
過
剩
と
言
は
れ
る
：が
？
そ
ポ

'は
人
間
社
會
が
男
女
同
激
，

.

-

-

-

-

■
 

-
 

■
 
.
 

-
 

-
 

.
 

-
 

-
 

■
 

.
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.
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••
 

’
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^

い
ふ

I

的
狀

f

i

と
し
て
造
ら
れ
て
ゐ
る

I

あ
っ
て
、
も
し
®

者
の

I

的
比
率
？̂

:S
r

i

わ
i

i

タ
^
f

 

す
れ
ば
、
今

E
T

と
は
別
の
舍
狀
熊
が
っ
ス
ら
れ
た
害
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
単
妻
制
度
の
代
り
に

.
多
妻
制
.廣
が
行
は
れ
て
ゐ
ホ
で
あ
ら 

ぅ
。
をS

楊
合
に
は
與
ユ
り
も
★

の
参
い
と
て
何
人
も
こ
れ
を
過f

と
は
考
へ
ま
，い
。

.

'

 

, 

，即
ち
人
口
に
つ
い
て
も

"

過
剩
概
念
の
成
立
す
る
の
は
人

n

を
そ
れ
自
體
と
し
て
眺
め
，た
と
身
で

‘
は
な
く
、
こ
れ
を
或
る
目
的
に
！

 ̂

す
る
，
段
と
し

‘
て
眺
め
，た
と
き
で
あ
，る
。
' 

勞
働
入
口
が
過
剩
だ
と
い
ふ

.
意
味
は
、
生
鹿
と
い
ふn

i

的
.
に
對
し
て
多

'

過
ぎ
る
と

.

い

そ」

と

.

.
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r
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■.  , , ,  、つ‘’ ドル:
V ' ，》1 ，*：V4：1

rw:i
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-

,

,-過
剩
人
口
の
概
念
に
つ
ド
で:

,

-

'

、

.

，

’ 

.
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.

\
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,
/
 

■ 
•
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*  

力 

a
n

g
:

)

.

て
あ
る
。
®

ち
i

l

と
か

i

資
本
と
か
と

S

ひ
が
と
れ
ぬ
ほ
ど
多
い
と
い
ふ
こ
と
が

t

ご
レ

s

&

?

れ

ズ

ロ

を
；
^
 

，會
I

の

！f

f

」

と

で

ま

、
f

f

へ
ば
、
所

f

i

的
人
口 

(

S

I

B

、t

l

)

と

見

き

と
I

r

斯
く
て
適
i

i

社
舍
的
人
口
に
つ
い
て
のI

立

つ

こ

ぶ
i
f
 
.

#
も
> 
こ
の
：
き

^
 ̂

)

常 

に
斯
か
る
槪
念
の
隨f

る
こ
と
I

味
し
な
い
。
社
廣
人
口
と
は
社
會
的
目
的&

す

し

て

の

人

口

で

あ

る

が

、
：
そ

の 

目
的
は
.極
め
て
多
岐
で
t

l

F

O

現
在
の
日
本
人
ロ
に
っ
，い
：

危

黎

跳•瓶
s

f

—

服
の
如
き
i

に
：

め

る

然

る
k

k

へ
/
繁

不

明

f

目
的
に
對
し
て
は
適f

確
定
す
る
t

と

襄

可

能

，で
あ
を.0
ベ

ま

化

國

家

養

黎
る

.'

ニ

ま

：に

ぶ
 
f

人 

i

i

 き
 
i

>

:

:

l

i

,

i

i

^

^

^

^

の

襄

力
-!f

明
f

ぱ

か

キ

な

パ

、
ボ

る
M
的
に
對
す
る
S

I

し

お

ロ

ょ

い

ふ

t

和
段
,
^
演
t

役
割
が 

槪
し
て
-:

T

さ
い
か
ら
で
あ
る
。I

す
れ
.ぱ
人
口
の
大
小
と̂
<'當

度

#

の
間
に
明
瞭
i

 :1

義
的
I

係
.が
認
め
難
い
か
4

. 

あ
る
。.斯

く

て

吾

人

は

社

怠

人n
に
つ
か
て
も
極
め
て
服i

i

題
：.に
f

む
し
か
I

を

求

め

い

レ
 

そ
の
t

れ
た
i

と

に

經

濟

的
S

の
も
ル
で
あ
る
。：ま

し

をf

か
て
は
、
：
到
達
せ
ん#

か
卧
化
が
S

 
く
具
體
的
た
る 

と
共
に
、
，ぞ
れf

る

手

そ

し

々

の

人
s

i

ま

し

.

,

で
f

c

ニ
と
^
^
^
^
^
^
^

的
£

に
於
て
、，
或
ひ
は
沙
くと
も

そ

れ

と

の

i

に

か

て

處
さ

れ

た

事

實

ま

も

常

け

.ょ

ぅ

。

-

s
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^
i

r

f 
E

I

I

I

1

^

T
Je

h
e
ry

ひPce3
n

g
U

,.U
n

te
rv

ひIke
yu

n
g

,  1
9
1
7

に
於
て
過
剩
人
口
御
念
の
成
し
乂
，す
る
人
‘
n
範
縫
もA
研
’究
：し
た
。
彼
は人：！

を， n
a
tu

?
^
g
e
e
in

te

.

.

.
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,
. 

:  

• 

' 

• 

. 

,
.i.-.
 

■ 

-
/ 

/, 

. 

« 

- 

■ 
•
•■V'
 

■
■';•, 

■.
-
レ.
.
‘ 

.
、

. 

■ 

• 

,, 

. 

' 
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e
e
-

g
e
e
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 B
,  

s
o
z'ia

l-
g
e
e
in

te

 .B
:

の
§

に
.分
ち
‘、，M

0
の
人
M 

.
範
禱
に
於
.て
の
み
成
立
す'る
所
以
を
語
越
し
て
み
る。:

' 

.

.

.

.
,
.
.

/
三
"
過
剩
人
：ロ
を
認
め
ざ
ぶ
人
口
.理
論
 

一

,'  

、

V 

, 

V 

.

.

.

' 

v
.
.
.
:
c
'

-
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：
：
：
.
.> 
を
：V

 
一
、/.-.一
べ‘ぃ
ゾ
，
：
-:ペ

.v.
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.

. 

.

.
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.

.
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.

.

.
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.
, 
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.
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-
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■
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TV.

こ
で
經
濟
學
的
意
：嗽
に
於
け
る
適
衆
人.ロ
と
.は
>.
經
濟
的
利
猛
の
驚
現
は̂

'-' 

.

.

.

.

.

. 

-

'
'VI.ヴ

.
r-,
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バ

rパ
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’
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厂
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-
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-
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.
-
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. 

-.1

て
も
い
け
な
い
人
口®
で
あ
る
。

こ
れ
を
適
鹿
人
口
 

(o
p

tfm
u

n

 

p
o

p
u

la
tio

n
)

.と
い
ふ
。
俳

し

ら

凡

ゆ

る

人

口

P

論
に
斯
か
る
箭

,

;
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咕
の
適
觉
人
口
概
念
が
布
ホ
す
る
わ
け'で
は
な4

。

第

一

に
、
人
口
撥
加
を
以
て
無
膨
件

ii

富
乃
®

國
力
，&
播
加
ど
'な
や
見
解
に
於
て 

,

は
、

ロ
は
多
々
ハ
：ふ̂
辨
す
る
！
；

f

質
の
；

.b

の
で
、
こ
れ
で
よ
い
と
い
ふ
腿®
は
あ
力
得
な
い
。
ぜ

謂#
蕭
ボ
ー
氣
的<
ロ
論
は
.，を
の
典
'型

V

、
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ニ
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.-. 

-/ 

. ..J

 

し

■,
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て
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で
あ
-る
。

そ
の
め
本
现
念
は
ほ
！
^
の
多
い
は
ど
納
税
者
？
多
く
获
員
か
：多
い0
或
か
：

5̂

よ
り
極
端
に
..はk

.n
:

キ
、，れ
自
身
が
常
で
あ
り
國
，

.
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、
-
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.- 
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力
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で'あ

そ

彼

に

從

へ

ぱ

人

口

の

適

紫

は

購

は

無

服

犬

で
.あ

現

®

の

人

口

は

遙
.か
：に
そ
の
以
下
に

-
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在
る
、，
印
ち
過
少
で
あ
る
。
過
剩
人
口
ゆ
如
き
は
あ
り
ぅ
る
幾
が
な
い
？

こ
の
事
か
ら
、

.：人
：口
.政
策
は
撥
殖
主
，

集
中
さ
れ
、
，•生
め

,
.

一
.
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:

:
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v
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よ
.殖
え
よ
が
無
條
仲
に
：

|
|

歌
さ
れ
た
の
で
あ
る。
' 遙
か
後
に
到
.つ
で
も
こ
の
©

の
：：̂
解
1̂
沿
減
し
た
わ
け
で
は.な

く

>
、
£

敎

投

の

所

謂
 

.人
n
i
^
份

說

食̂
を
力
人
nを

：：； 02̂

す
る
に
^
す
し
て
人
口
 

.が

.食
ボ
を
制
腿
す
る
と
の.說

~
~

-
と
し
て
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あ
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。
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で
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推

し

進

め

て

ゆ

く
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と
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じ
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加

と
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給
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伴
 

ふ
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を
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椎
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踏
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。
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れ
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司
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を
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へ
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題
を
凡

.ベ
て
個
人
の
側

.
に
侈
し
た

' 

結
果
で
あ
る
。

.

マ
ル
サ
、

に
於
ガ
拿
#

收
i

滅

谓

に

明

白
.

i

現
れa

.へ
..

J

.
 

,•
 
f

ミ
ル
は
、，’

同
時

.
に
問
題
を
人n

檢
加
が 

人
^
,

の
平
均
的
狀

f

及
ぼ
す
影
響
と
し
て
把
捉
し

"

以
て
適

t

人
n

i

i

f

與
へ
た
©

で
あ
る
。
彼
は

S

た
、r

i

進
.

に
於
け
る
可
成
I

期
の
段
階
I

t

た
凡
ゅ
るg

に
於
て
は
、
人
n
咐

加

に

ま
i

t

れ
る
食
物
I

の
解
々
の
附
加
は、

.
 

生
I

s

的
I

な
き
？

、
華

な

八
i

に
於
て
各
個
ル
に
靈
て
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
分
前
を
傻
に
減
少
せ
し
め

§
」

と
。
f
 

r

人

口

霞

の

必

，嬰
は
盤
の
大
な
る
不
平
等
の
狀
態
に
對
し
て
の
.み
特
有
な
も
の
で
は
な
い̂

挽

言

す

れ

ば

、
，
そ

れ

は

特

お

人
 

0
f
e
T
a

^
<
T

、
全
人
ロ
の
平
拘
的
狀
熊
の
そ
れ
で.^
る
。
怒

ら

ぱ

そ

の

蟹

は

如

何"
彼
は
謂
'ま

現

ま

た

は

、任
意
の
他
力.
 

0
0 
{

，生
産
物
i

族

力

働

に

ル

例

レ

て

！
？

.
^
し

つ

る

る

か

：；

^

し
つ
/̂
あ
る
か
J
 
.
そ
し
で
人
民
の
平
均
的
狀
熊
が
向
上
し

rvy^

 

あ
る
か
低
マ
し
つ
、
あ

を

は

、
人

n

が
改
良
I

も
速
か
§

加
し
つ
.，、
あ

る

か

又

は

藍

が

人

口

よ

り

も

速

か

為

は

れ

ユ

さ

一 

る
か
に
よ
つ
て
決t
る
O

I

の

組

み

合

せ

の

利
.軒
す
に
を
分
な
描.ざ
密
度
が
到
達
さ
れ
た
以
後
は
、
そ
れf

ど

切

の
.
 

■

は
‘
人
民
の
平
均
狀
態
に
關
す
る
サ
、ノ
.不
利
を
招
く
。
，但

し

改

良

の

普

は

相

殺

的

作

用

書

し

、
何
等
の

g

花
を

徘

ふ

、
，と
.
：

切
の
改

^
2C

に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
ざ
る
も
の
と
し
、
ミ
ル
を
以
て
適
度
人
口
理
論
の
父
と
な
し
た
ゥ
ォ
ル

.

フ
，の
見
勝
を
否

5

^

^

3て
ゐ
る

’ル
、
ミ
ル
を
引
川
す
る
に

.
當
つ
て
故
意
に
い
；記j

筋
の
最
後
の
部
分
をS

除
し
て
ゐ

'

る
の
は
甚
だ
不

.
公
平
で
あ
る
。
俳
し
ミ
ル
が
生
庫 

. 

,

.

.

、

，
，

.

，

. 

- 

‘

に
對
す
る
刺
戟
又
は
原
動
力
と

.
^

て
の
撒
加
人
口
の
役
割
を
過
小
評
®

し
て
ゐ
た
こ
と
は
事
で
あ
る
。、
日
く 

r-
<

類
に
對
し
て
協
働

.. 

と
社
會
的
交
通
双
方
の
二
切
の
利
ハ
#

を
最
大
限
度
に
獲
得
せ
し
め
る
必
要
な
人

n

密
度
は
、

T
.

切
の
最
も
糊
密
な
國
々
に
於
て
か
既
に

、
.

-

.-'
 

.

*.
 

- 

- 

\

|
# 

• 

■ 
•■ 

v
»- 

*  

し
 

.
-

- 

-

到
违
タ
れ
て
ゐ
る」

。r

與
ぺ
ら
れ
た
如
例
な
る
文
明
段
階
に
於
て
も
全
體
と
レ
て
よ
り
大
な
る
人
口
は
よ
り
少
い
人
口
ほ
ど
充
分
に
は

■ 

-
-
-
-
-
-

.
ベ

/
;

.

.'

' 

-
- 

■ 

. 

- 

-
-

一
. 

,
,
, ,y.

恍
養
さ
れ
得
な
い
。
社
會
の
不
正
義
で
は
な
く
て
自
然
の5

H

{
ロ
が
、

‘

過
剩
人
口
に
隨
伴
す
る
刑
罰
の
原

0

で
あ
る>

從
ウ
て奮

！
：

に
も

へ
 

.

.-ン

.- 

 ̂

V

‘

人
口
梢
加
の
餘
，地
は
あ•る

.：

が
，

一

■

た

と

へ

そ

れ

が

無

単
：！： U

と

し

て

も"

そ
れ
を
希
望
す
べ
誉

^

§

ど
.
何
等
の
理
山
も
見
出
さ
な
い

"

1

の
で
あ 

，‘

つ
す
、
：：こ
の
見
解
こ
を
、/

彼
を
し

.
て
極
端
な
る
人

n

M

吸
論
者
た
ら
し
；^

,
,
た
重iv

なg
:

由
で
あ

.

る
。
俳
し
彼
の
所
說
は
そ
の
ま〜

に
は 

受
取
れ
な
い
。
改
善
と
巡
ホ
は
寧
ろ
彼
の
時
秋
以
後i

li

於
て
一
嚴
顯
著
收

.
S

遞
減
法
旧
を
應
例
し
、

P

い
大
な
る
辦
仓
を
以
て
人

n

■ 

' 
-■ 
-
■
:

■
.

ゾ

‘ 

：

V
 

-
-
-

':
:- ,  

■ 

. 

.

.

. 

■

-.
 

.-
V 

■ 

. 

.
: 

.

.

. 

,■ ■

:
-

,

.

.

-

-

.

:

;
 

-.,、
，

レ
，-
.
-

-
.

.

.

.、‘
、

V.
.

找
養
力
を
附
大
せ-b

め
た
の
で
あ
る
。
彼
の
生
た
る
缺
略
は
、
‘人
口
間
題
を
主
1
し
て
人
口
對
食
物
の

g

題
と
見
た
マ
ル
サ
ス
流
の

® 

念
ル
ら
脱
却
し
得
な
れ
つ
た
點

i2

水
め
ら
れ
よ
う
。
彼
に
於
て
は
牧
植
法
則
は
農
業
に
作
川
す
る
土
地
の
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
極
大
收 

、
趨

脈

が

比

較

的

Ei-

く
到
雄
す
る
こ
：̂は
常
赞
で
、
こ
の
服
い
で
は
彼
の
所
說
は
略
々
廣
で
あ
ら
う
。
併
し
人
問
社

}

£

を
支
へtb

も
の
は 

.
食
物
ぱ
か
リ
で
な
く
、.ま
た
た
と
へ
：さ
う
だ
レ
し
で
も"
哪
瞭
交
易
の
下
に
於
て
は
自

M

産
の
食
物
たる
、

こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
問

V
V.Vスy:.. 

\
:.v 

/ 

.

, 

' >
、
 

‘

、

瓶
は
腳
賈
力
で
あ
つ
て
食
®

£
2

體
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
適
度
人
口
の
問
題
に
於
て
考
慮
さ
る
.べ
き
は
遗
業
一
般
に
作
用
す
る 

牧
瘦
法
则

'
で
あ
つ
てr

堪
に
十
：地
の
，そ
れ
で
は
な
い
。

そ
し
.て
斯
か
ダ
0
、

法
則
が
土
地
；

i

ゆ
み
作
川
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、

现

過
剩
人
'ロ
の
概
念
に0、

い
て

1

九
、

，'
-
i

七)

：

r
 

r 

,
i
4 

> 

f.:

" i i

パ
ぎ
？が

し、，〜

H

I

ず:, 
;> ； 

i> i

‘が:
Ls： % 
、が V

；5-；f
む
へ々，

ij*：' 
> ン

i
'N-

か

を
.

f



ホ
，

rw**>J.  

•‘"
义

 

ぞ
、
ぐ<r
、rvl?す
‘

O
'y
l

ホ)Vr

ド
.ぱ
ギ
？

L

す
‘

〜

-i,>.
.< 

ぼ
、，ば
，ごr
 

.
/
つ
k

\

f

，'
.
'いレ-

> 

Iふ

i
'

し
，に
：
：：
ン

>

i
.ベ. 'fi'.

、ぐ

ン：7

 
つ

4

1

,
n

* I  

:ン

, /

;

.

/

,

i

n

i

!

い
て 

/
 

• 

\

 

:

、、
 

' 

'
‘
: 

二
o' 

,
.
.

(

i

代
雜
濟
I

I

くJ
le

f

る
と
i

で
あ
る
。
f

ぱ
適
度
人
口
§

f

亦
こ
れ
に
準
據
レs

f

れ
擴
張
さ
.れ
レ
5

ふ
ら

，

ぬ
0 

/
 

-
,

. 

, '  

'  

'  

,
、
 

，

、
.

-

.

:
 

' 

‘ 

-

’， 

ノ 

.  

.  

.

，

-
- 

'  

:

.

‘，

ミ
ル
，
に
於
け
る
牧
獲
法§

の

狭

隙

釋

を
f

し
、
，且

つ；

人
當
り
の
分
前
と
ぃ
ふS

を
明
白L

?

し
て
、r
以
て
適
度
人li

t

 

念
.
^
媒

お

し

を
.は
キ
.

^

ン
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
、

J

八
A
<;
牛

のE
le

m
e

n
ta

ry

 

p
p

litic
a

l'E
c

o
n

o
m

y

に
.於
て
w

つ
た
、
.

「

人
口
‘
. 

,>檢

加

接lis

の

ま

&

S

少
t

め
る
或
ひ
，は
人P
焚

は

常

に
•そ
f

n

レ
め
t

は

ぜ

な

ぃ

。
ま

义

ロ

附

加

は 

常

ぐ

れ

を
♦

加
せ
し
め
る
、
或
ひ
はA
n
減
少
は
常
；.̂
そ
れ
を
¥
.

せ
し
め
、
る
と
も
服'も
な
ぃ
。
本

當

の

こ

る

、i

の
生
；

g

性
は
：、
 

,

時
に
は
人
口
梢
加
に.よ

？

、
•

に
卞
人
口
減
少
に
よ
つ
て
、
促
さ
れ
る
と
ぃ
ふ
こ
と
で
あ
る

5
V

i

S

の
人
n

i

と
はi

に
' 

次s
,3

义

あ

る

ヘ

レ

れ

ず

時
1
•に
於
、て
そ
の
時
の
、

業
の
最̂<
、生

鹿

牲

を

錢

挪

せ

し

す

よ

う

に

j

お
.の
、义
池
に
投
下
！
 

さ
れ
う
る
H

1

定
で
あ
る
。
へ
、

一
k

の
土
兆
に
役
下
さ
れ
る-細
i

f

そ

宝

地

の

人
n
t
比
例
し
て
附
加
又
は
減
少
す
ろr
,

■

ま

パ

渡

ま
■

ま
■
履

：！̂
ま

じ

取

^
 ̂

1̂
1
4-

ゅ

へ

た

§

に
於
て
、
そ
の
時
に
可
能

'

|

§

最
大

i

l

l

せ

し

ミ

4

う
一
、
岸

の
±

地

に

器

し得
:-

る
人
口
はr

定
で
へ 

\

あ
る」

。
生
産
性

(
p

r
o

d
g

t
iv

e
n

e
s

s
)

の
文
字
は
一
，
九

|

風
ヶp

liw
e

a
lt

h

に
於
て
は
散
益o

r
e

t
a

n
l)

と
僮
き
換
へ
ら
れ
た
Q

卽 

.

逾

霞

は

極

大

牧

载

で

あ

る

。
そ
レ
て
そ
れ
が
®

傭
努
働

I

舉
位
當

^

^

の
極
大
收
絲
で
あ
ゎ
、
前
條
の
假
定
に

.

1

人 

當
り
の
極
大
養
®

で
あ
る

’ J

と
は
明
か

-

で
あ
る
。

.J  

i

ま

適

度

人
P

を
お
ぇ
た
部
八
は
翁
で

t

、
.
.
及

に

ざ

る

象

は

過

少
 

で
あ
る
。

忿
的
に
は
斯

4

,

過
剩
人

n
l

の
妻
が
望
さ
れ
た
こ
と
に
な

.
る
。‘

‘
そ

し
て
ま
言

ふ

囊

と

は

特
§

s

で
は
な
い

'

か
ら
、
彼
に
於
て
は
牧
糧
法
則
が
農
業
か
，ら
ぼ
業
一
般
に
擴
充
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。.

.
事
德
こ
W

顿
充
な
く
し
て
過
剩
人
口
旧
超
を
論 

じ
得
ざ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
を
れ
が
単
る
食
糧
問
題
に
非
ざ
ぶ
所
以
は
前
言
の
通
り
だ
か
ら
、で
あ
る
。
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イ
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い
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マ
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同
じs

r
,

ク
ホ
ク
セ
ル
は
キ
ャ
ナ
ン
と
は
獨
立
に
略
々
同
，ニ
の
M

解

に

到

達

じ

、

ニ

れ

を

適

度

人

.
ロ

 

o
p

t
im

i,

 

p
o

p
u

la
tio

n

と
，

■,

-ly 

- 

- 

- 
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.

.
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-
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，
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-
-
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-
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あ
づ
け
も
後
に
力

"

ル
•

ソ
ン
グ
ー

r<
f

は
こ
の
槪
忿
に
立
脚
や
る
人
口
理ii:

i^

適
度
人
口
理

‘論
0

«

f

 
B

IP
q

p
u

la
tio

n

 

T
n

e
o

ry

 

な
る
洛
稱
を
奥
へ
た
。
勿
論

"
か
ャ
ナ
ン
以
後
、
彼
の
所
說
は
多
く
の
學
者

1

-

^

ウ
て
幾
分
の
改
變
を
加
へ
ら
れ
た
が
、
一
で
の
.主
た
乂
も 

:
:

^

ー^

^

ーミ、̂
:
$
:
:

ま

歡

牧

及

び

相

部
§

過
嫩
人
ロ
：.
ゆ
嵐
別
か
あ

^

.

人
n
の
適
俊§

:

‘を
起
え
た
と
含
は
、
卽
ち
人

n

の
そ
れ
以
上
の
梢
加
が

jS
S

の
附
加
で
は
な
く
て
そ

9

減

：̂

を

来

す

と

こ

ろ

の

點

を

艇 

え
た
と
き
は
、
，.絶
對
的
に
人
口
過
剩
だ
と
い
つ
て
よ
い
。

人
口
多tた
め
数
働
に
對
し
て
他
の
請
國
に
.於
け
る
よ
り
も
生
廣
條
件
が 

不

利

で

あ

つ

て

，
、(

他の事情いと含は，

)

資

本

、及

び

努

働

の

同

f.

投
下
®
が
よ
り
少
い
牧
盆
し
か
蕭
さ
な
い
場
合
に
は
、 

.そ
の
ぱ
1̂
和
尉
的
に
-̂
ロ
過
剩
で
あ
~

、と
。
，
キ
.ャ
ナ
ン
の
t
妹
し
た
過
剩
人
口
は̂

者
の
み
，で
あ
つ
卞
。
俳
し
實
際
的
に
は
後
者
は 

；L5

い
よ
く
別
週
の
现
實
面
に
觸
れ
て
ゐ
る
。
就
か
人
口
の
陶
際
的
#
分
布
問
題
ど
給
舍t
る
と
，さ
、
恤
め.て
暗
示
的
で
あ
る
。

':
.
.
.
:

•適
族
人
.ロ
..理
論
は
.斯
く
©
如
く
そ
のS

ii

質
極
鹿
に
播
象
的
で
あ
る‘か
ら
つ
.
.
.
そ
.の
？̂
.〜

，贊

際

問

題

に

適

月

.さ
れ
ぅ
'.る
-替
は
な
'-̂•
,

览
度 

,
人n

は
：！̂も
好
ま
、し
い
人
口
で
あ
る
か
ら
、
當
然
人n
政
策
の
目
襟
と
さ.れ
&

な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
は
ニ
ク
の
圃
難
を
豫
め
ホ
®
す

.
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る
必
要

.
が
あ
ミ
'

一
 

は
適
度
人P

の
大
☆

は
湖
何
、に
し
て
數
常
：的
に
捉
さ
れ
ぅ
る
か
で

.
あ
り
、
部

"一

は

、
，
假

、

に
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